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　はじめに、令和３年度ＪＡ共済青森県小・中
学生書道コンクールならびに交通安全ポスター
コンクールに作品を応募していただいた皆さん
へ、心からお礼申しあげます。そしてめでたく
入賞された皆さん、本当におめでとうございま
す。
　本会が文化支援活動の一環として取組んでお
ります両コンクールも、今年度で書道コンクー
ルが65回目、交通安全ポスターコンクールが44
回目を迎えることができました。また、質・量
ともに県内屈指のコンクールとして高い評価も
いただいております。これもひとえに、県内小・
中学校の深いご理解と関係各位のご指導・ご高
配の賜物であり、ここに深く感謝の意を表する
次第であります。
　さて、このコンクールは、共済事業の理念で
ある相互扶助と思いやりの精神を、次代を担う
小・中学生の皆さんに伝えていくとともに、書
写教育への貢献と図画工作・美術教育の高揚を
図り、併せて交通安全思想を幅広く社会に訴え
ることを目的として開催しております。
　今年度はコロナ禍にあっても、書道コンクー
ルには県下353校の小・中学校ならびに特別支
援学校の皆さんから、半紙の部、条幅の部を合
わせて9,910点の応募をいただき、また、交通
安全ポスターコンクールには139校から686点の
作品が寄せられました。

　審査会において皆さんの作品を間近に拝見
し、両コンクールともに、意欲そして創造力溢
れる優秀な作品が多数見受けられ、作品をお寄
せいただいた皆さんの日頃の努力の賜物と深く
敬意を表するとともに、保護者の皆様とご指導
いただいた先生方のご協力に深く感謝申しあげ
ます。
　昨年度は新型コロナウイルス感染症により、
誠に残念ながら、全国コンクールは中止となり
ましたが、今年度は開催されることになってお
ります。最優秀賞受賞作品につきましては県代
表として全国コンクールに出品されますが、全
国コンクールでの入賞を大いに期待していると
ころであります。
　学校、書道教室等いろいろな機会を活かし書
写教育、図画工作・美術教育を通じて芸術を学
ぶことは、皆さんの「創造性」を養うことに大
いに役立つものと考えます。その意味でも、今
後も努力と精進を重ね、更なる技術の向上と研
鑽を積んでいただき、来年度以降も多数の作品
の応募を期待しております。
　最後に、両コンクールの運営にあたり格別の
ご尽力をいただきました県内各ＪＡおよび後援
団体の皆さま、そして審査にあたっていただき
ました各審査委員の皆さまに厚くお礼申しあげ
ますとともに、今後ともより一層のご理解とご
協力をお願いし、挨拶といたします。

ご あ い さ つ

全国共済農業協同組合連合会
青森県本部長　 福　士　雅　巳
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講　評
　昨年度はコロナ禍にあって全国大会が中止と
なり、青森の選ばれた作品たちは活躍の場を失
いましたが、今年は予定通り実施されるようで、
さらなる活躍が期待されます。
　今年はコロナ禍にあっても、予想をはるかに
超える出品数でありました。出品状況の内訳は
小中学校をあわせて9,910点、参加校数353校で、
昨年に比べともに増加し、小学校で６校、中学
校３校の廃校の現実を考えると高い参加率で
す。参加校各位に深く感謝申し上げます。
　今年も選ばれた小学生の作品は、基礎的技術
の高さと、大らかさが目立ちました。中学生の
作品は端正で落ち着きがあります。いずれも長
い時間をかけて技術を身につけたことによる自
信に満ちた輝かしい作品揃いでありました。
　ところで、私たちがコロナ旋風から回復しつ
つある要因の一つに様々なワクチンがありま
す。その一つ米国のファイザー社に関する情報
が公開されています。コロナが騒がれてから１
年程度でワクチンが開発されたことに驚きまし
た。工程において無理があると多くの専門家が
話しているのを耳にしましたが、実はその基礎
になる免疫工学の研究はドイツの女性によりな
んと30年前からなされていた結果だそうです。

　バブル時代、大企業の多くは開発されたアイ
ディアはお金で買うほうのコストが安いと考
え、基礎研究を軽視した傾向がありました。現
在は基礎的研究を長年にわたり、結果を認めら
れたノーベル賞受賞者が毎年出てすばらしいこ
とですが、未来は必ずしも明るくないようです。
さらに国力が落ちたことと連動しているものと
も思えます。
　今回選ばれた方々、また、その周辺の方々は
時間をかけて基礎的なものを見事に身に着けて
います。ある時が来て書道をやめることになっ
た後もその成果は影響し続けることでしょう。
細かなことに注意し、違いに気づく神経や、指
先で微妙にコントロールしていく身体的な緻密
さが養われていることは、書道以外の事にも無
関係ではありません。
　最後に、無効作品について重ねて申し上げま
す。昨年の319点に対し今年は諸先生方のご努
力で329点やや増加しました。しかしながら、
まだ一小学校全生徒に近い数の生徒がステージ
に上ることすらできない現状があります。ご指
導される先生方は、お忙しいこととは存じます
が募集要項を詳しく読んでいただいて、無効作
品がさらに少なくなるようにご協力お願いいた
します。

書 道 審 査 総 評

審査委員長　 鎌　田　雨　溪

○昭和23年12月11日生
○師　宮川　翠雨
○日展入選４回
○青森県文化奨励賞
○求美集団「三游境」代表
○銀座鳩居堂
ニュージーランド・オークランド・
ロンドン・クライストチャーチ・
ニューヨーク・パリ等　個展16回
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審 査 委 員

矢　越　郁　也
○昭和24年９月11日生
○師　坂本　素雪
○下北書人会員

菊　池　翠　汀
○昭和25年９月16日生
○師　宮川　翠雨
○読売書法会理事
○翠心会理事長
○雨声会会長

○青森県書道振興会議副会長
○日展入選５回
○読売新聞社賞
○銀座鳩居堂　個展３回

米　田　井　朴
○昭和27年12月24日生
○師　宇野　雪村、稲村　雲洞
○書文化研究「寄遠會」主宰

岩　崎　栖　鷹
○昭和34年２月21日生
○師　山根　渓石
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山　内　蘭　央
青森市立浪岡南小学校一年
（ＪＡ青森）

楠　美　芽　彩
板柳町立小阿弥小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

奈　良　智　哉
青森市立浪打小学校三年
（ＪＡ青森）

〔評〕
正しいふでのつかいかたで、きれいな文字のか
たちができました。半紙にバランスよくおさめ
ていてすぐれた作品になりました。

〔評〕
鋭い切れ味がある。筆使いも正確で迷いがない
すぐれた作品。明るく大らかさもある。

〔評〕
文字の中心を考えたバランスの良い作品です。
墨の量もたっぷりとさせ、堂々とした書きぶり
です。
名前もしっかりと書けています。これからも頑
張ってください。

半 紙 の 部
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伊　藤　夢　桜
青森市立浦町小学校四年
（ＪＡ青森）

長谷川　新　虎
板柳町立小阿弥小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

奈　良　ひより
青森市立浪打小学校六年
（ＪＡ青森）

〔評〕
横面の線が最後までしっかりと書かれており、
文字のバランスや左右の空間が良かった。

〔評〕
しっとりと潤いのある落ち着いた線で、余白も
きれいです。
筆の開閉をきかして、丁寧に書いているので、
作品が伸び伸びしています。

〔評〕
半紙の上半分は画数が少なく、下半分が画数が
多いので紙面に収めるのがむずかしい作品です
が力強く、堂々と、バランスをうまくとって書
いています。快作です。
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佐　藤　風　梢
青森市立戸山中学校一年
（ＪＡ青森）

佐々木　胡　春
黒石市立中郷中学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

對　馬　愛　佳
弘前大学教育学部附属中学校三年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
全体感が良く調和している。字形用筆ともに適
確で乱れがない秀作です。紙面把握が完全とい
える。

〔評〕
厳しい線質で見事な書きぶりです。筆をしっか
りと立て、なめらかな用筆は行書の流れを良く
表現しています。
文字のふところの広がりもすばらしいです。

〔評〕
画数の片寄りのある課題であるが強弱の変化に
よってうまくまとまった作品となった。
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条 幅 の 部

奈　良　智　哉
青森市立浪打小学校三年

（ＪＡ青森）
〔評〕
起筆をしっかり打ち込み、力強い
線で堂々と表現できました。かな
り練習を重ねたのでしょう。線に
迷いがなく美しい形の作品です。

野　呂　瞬　翔
板柳町立板柳南小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
どっしりと重みのある線で字のバ
ランスも申し分ない。起筆と終筆
がていねいで気持ちがよい。

齋　藤　莉里愛
青森市立浪岡野沢小学校一年

（ＪＡ青森）
〔評〕
文字に大小をつけて、最後のはら
いまでていねいに書かれてのびや
かな作品となった。
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奈　良　ひより
青森市立浪打小学校六年

（ＪＡ青森）
〔評〕
文字の中心が左右にぶれず最後ま
で意欲のある線で書かれていた。

野　呂　莉　桜
板柳町立板柳南小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
墨をたっぷりとさせた雄大な書き
ぶりです。
力強い中にも呼吸のリズムを大切
にした、流れの美しい作品となり
ました。名前書きの練習も加え、
これからも頑張って下さい。

葛　西　　　龍
黒石市立黒石小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
紙面の使い方が良く、極限まで生
かしている。点画も正確で平行感
覚もすぐれている。明朗な作品で
ある。
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三　浦　紗　希
青森市立浦町中学校三年

（ＪＡ青森）
〔評〕
線の切れ味が良く、隅々まで注意
が行きとどいている。紙面に対す
る文字の大きさは、あまり大きく
ないが、力強さと鋭さが、十分カ
バーした優秀な作品です。

鎌　田　泰　輔
青森市立浪岡中学校二年

（ＪＡ青森）
〔評〕
一点一画の運筆を大事にし、細や
かな息づかいが聞こえてくるよう
です。全体のバランスも良く、気
脈が貫通していて、すぐれた作品
になりました。

佐　藤　舞　子
黒石市立中郷中学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

〔評〕
力強い書き方で、筆脈がブレるこ
となく通ってうまい。
筆の末端まで気持が入って、はね
もはらいも見事である。
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弘前大学教育学部附属小学校

校　長　髙　橋　眞　弓

青森県立三本木高等学校附属中学校

校　長　岩　川　亘　宏

書道　小学校の部

書道　中学校の部
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半 紙 の 部

佐々木　悠　妃
弘前市立千年小学校一年
（ＪＡつがる弘前）

工　藤　さくら
青森市立篠田小学校四年

（ＪＡ青森）

野　呂　瞬　翔
板柳町立板柳南小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

野　呂　莉　桜
板柳町立板柳南小学校五年
（ＪＡ津軽みらい）

猪　股　愛　結
黒石市立六郷小学校三年
（ＪＡ津軽みらい）

西　舘　英　虎
おいらせ町立百石小学校六年
（ＪＡ十和田おいらせ）
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酒　井　埜　愛
弘前大学教育学部附属中学校一年

（ＪＡつがる弘前）

中　村　心　音
弘前大学教育学部附属中学校二年

（ＪＡつがる弘前）

三　浦　紗　希
青森市立浦町中学校三年

（ＪＡ青森）
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坂　井　萌　彩
弘前大学教育学部附属小学校一年
（ＪＡつがる弘前）

平　川　誠　人
田舎館村立田舎館小学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

安　田　風　雅
田舎館村立田舎館小学校三年
（ＪＡ津軽みらい）

笹　森　琉　愛
黒石市立六郷小学校四年
（ＪＡ津軽みらい）

山　谷　　　晃
弘前大学教育学部附属小学校五年
（ＪＡつがる弘前）

秋　山　寧　音
八戸市立青潮小学校六年

（ＪＡ八戸）

条 幅 の 部
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佐　藤　風　梢
青森市立戸山中学校一年

（ＪＡ青森）

村　上　杏梨愛
藤崎町立藤崎中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

對　馬　愛　佳
弘前大学教育学部附属中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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半 紙 の 部

須　藤　真　子
青森市立三内小学校一年

（ＪＡ青森）

村　上　莉世愛
藤崎町立藤崎中央小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

白　戸　樹　音
藤崎町立藤崎小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

黒　滝　菜　陽
青森市立三内小学校五年

（ＪＡ青森）

佐々木　德　将
弘前市立東小学校三年
（ＪＡつがる弘前）

三　上　瑠　羽
板柳町立板柳南小学校六年
（ＪＡ津軽みらい）
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佐　藤　舞　子
黒石市立中郷中学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

原　田　夏　緒
平川市立尾上中学校二年
（ＪＡ津軽みらい）

三　浦　　　葵
藤崎町立明徳中学校三年
（ＪＡ津軽みらい）
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条 幅 の 部

奈　良　和　奏
板柳町立板柳北小学校一年
（ＪＡ津軽みらい）

坂　本　なごみ
青森市立浦町小学校二年

（ＪＡ青森）

坂　下　　　晶
青森市立横内小学校三年

（ＪＡ青森）

安　田　颯太郎
藤崎町立藤崎中央小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

久保田　理　夢
中泊町立小泊小学校五年
（ＪＡつがるにしきた）

竹　内　結　愛
弘前市立文京小学校六年
（ＪＡつがる弘前）



－ 18 －

國　分　せいら
青森市立浦町中学校一年

（ＪＡ青森）

佐　藤　春　菜
青森市立新城中学校二年

（ＪＡ青森）

野　呂　果　凛
板柳町立板柳中学校三年
（ＪＡつがる弘前）
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むつ市立川内小学校一年 石　倉　悠　翔
弘前市立岩木小学校一年 千　葉　実結里
外ヶ浜町立蟹田小学校一年 金　澤　海　里
田舎館村立田舎館小学校二年 平　川　誠　人
十和田市立藤坂小学校二年 木　村　有　希
弘前市立福村小学校二年 小　枝　翔　生
黒石市立黒石東小学校三年 小田桐　悠　樹
黒石市立六郷小学校三年 木　立　愛　琉
つがる市立向陽小学校三年 清　藤　芽　依
青森市立浦町小学校四年 松　浦　　　咲
東北町立東北小学校四年 川　村　幸　央
青森市立沖館小学校四年 阿　部　帆　那
黒石市立黒石東小学校五年 工　藤　莉　世
中泊町立小泊小学校五年 成　田　理　音

青森市立三内小学校五年 今　　　唯　華
平川市立猿賀小学校六年 小田桐　李　華
青森市立浪岡野沢小学校六年 齋　藤　大　河
弘前市立東小学校六年 葛　西　　　絆
弘前市立第一中学校一年 山　本　七　翠 
五所川原市立五所川原第一中学校一年 大　石　ちえり
三沢市立堀口中学校一年 堀　内　来　美
藤崎町立明徳中学校二年 横　山　龍　桜
平川市立平賀東中学校二年 成　田　実　紗
田舎館村立田舎館中学校二年 白　戸　葉奈子
黒石市立黒石中学校三年 笹　森　虹　花
板柳町立板柳中学校三年 野　呂　果　凛
つがる市立木造中学校三年 三　橋　春　歌

青森市立金沢小学校一年 小　泉　里桜奈
八戸市立青潮小学校一年 荒　川　一　喜
五所川原市立五所川原小学校一年 成　田　星　希
つがる市立柏小学校二年 古　坂　　　杏
平川市立平賀東小学校二年 中　嶋　静　悟
板柳町立小阿弥小学校二年 楠　美　芽　彩
青森市立横内小学校三年 花　田　　　桜
板柳町立板柳南小学校三年 千　葉　光　莉
黒石市立六郷小学校三年 猪　股　愛　結
藤崎町立藤崎中央小学校四年 村　上　莉世愛
藤崎町立常盤小学校四年 白　川　茉莉愛
弘前市立豊田小学校四年 花　田　羽　玖
板柳町立小阿弥小学校五年 長谷川　新　虎
黒石市立黒石東小学校五年 工　藤　莉　世

青森市立浪岡野沢小学校五年 齋　藤　真里愛
八戸市立小中野小学校六年 相　馬　鈴　花
青森市立堤小学校六年 柳　本　千　明
田舎館村立田舎館小学校六年 鈴　木　　　紘
弘前市立第一中学校一年 山　本　七　翠
弘前市立第一中学校一年 花　田　なゆか
弘前大学教育学部附属中学校一年 酒　井　埜　愛
藤崎町立明徳中学校二年 横　山　龍　桜
弘前大学教育学部附属中学校二年 中　村　心　音
板柳町立板柳中学校二年 則　竹　琴　葉
黒石市立黒石中学校三年 笹　森　虹　花
田舎館村立田舎館中学校三年 中　山　敬　介
弘前大学教育学部附属中学校三年 酒　井　陽　斗

半 紙 の 部

条 幅 の 部

応 募 状 況

参　加　校

小学校 250
中学校 103
計 353

区　分
応募点数

小学校 中学校 計
半紙の部 7,916 1,314 9,230
条幅の部 　490 　190 　680
計 8,406 1,504 9,910
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審査を終えて
　今年もコロナ禍でコンクールの表彰式がどう
なるかと心配しましたが、無事開催することが
でき一安心です。全国的にみても、スポーツ行
事などに限らず、各種の文化的な催し物など中
止や延期または開催できても参加条件が制限さ
れたりで、参加する方も主催者側も大きな負担
を強いられます。そのような悪条件の中での今
コンクール実施と表彰式は、審査する私たちに
とっても特別の感慨があります。
　さて、審査にあたってどんな作品が応募され
たか、毎回期待と同時に少し不安な気持ちで応
募作品との出会いにのぞみますが、今回の場合
について感想を述べてみます。ひとつはこの数
年参加学校数も応募点数も大きく減っておら
ず、昨年を除きむしろ増加しているので嬉しい
ことです。二つ目は学年によって応募点数の差
があり、今年は小２、４、６年生が多く、中３
の数が少なかったことです。
　次に具体的に個々の作品を通しての感想を述
べます。ポスターとして何が大事かというと、
目立つことと個性的表現になっているかです。
今回の作品についても特に中学生のポスター

で、作品として図柄も文字もていねいに描かれ
ており、描画としての完成度が高いけれど文（コ
ピー）が平凡―“運転中はシートベルトを締め
ましょう”―で、文もアイデアも平凡すぎてポ
スターとして注目されません。
　もうひとつ残念なのは、せっかくていねいに
描かれているのにタイトル文と図柄が一致しな
いちぐはぐな作品―止まってくれてありがとう
という意味のコピーに、車が横断歩道上に止
まっている図柄―など見られたことです。
　あとひとつは、いつもお願いしているように
指導者によるちょっとした事前のアドバイスで
す。夏休み中の課題という制約があるでしょう
が、どのような画面構成が目立つか、アイデア
の良し悪し、色使いや文字の大きさなど指導が
欲しかった作品があり、入賞をのがした例があ
るのです。残念です。
　今後もこのようなコンクールが続いて、子ど
もたちの持っている表現の可能が発揮できるこ
とを切に望みます。
　受賞されたみなさんおめでとう。そして、こ
のコンクールを主催してくださった主催事務局
の方々に心から感謝致します。ありがとうござ
いました。

交通安全ポスター審査総評

審査委員長　 宮　本　益　衛

○昭和12年７月１日生

○デザイングループ’60会員

○教美展運営委員

○県展デザイン部門運営委員
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審 査 委 員

品　田　　　浩
○昭和32年３月27日生
○青森県造形教育連盟前顧問
○青森県立美術館鑑賞サポーター

附　田　　　豊
○昭和39年４月３日生
○青森県警察本部　交通部
　交通企画課　課長補佐

須　田　𠮷　郎
○昭和35年４月６日生
○一般財団法人青森県交通安全協会
　専務理事

古　川　雅比古
○昭和26年４月７日生
○グループ螺子会員
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山　田　陽　愛
八戸市立八戸小学校一年
（ＪＡ八戸）

〔評〕
ならんでいる作品の中で
一番先に目につきました。
しっかりヘルメットをかぶ
り、安全・安心な顔でほほ
えんでいる女の子がステキ
です。

山　下　栞　和
西目屋村立西目屋小学校三年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
横断歩道上で、歩行者を確認し
た運転手がしっかり止まり、歩
行者がその運転手に止まってく
れたことに礼をしている様子が
ほほえましい絵です。人物の目
線が運転者と歩行者が合ってい
る構図がすばらしい。よく目立
つような色の使い方もきれいで
す。

三ツ橋　逞　馬
弘前市立時敏小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
命の大切さを、ハート（心臓）を手でつつ
む形で表しているほのぼのとした明るい作
品です。
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葛　西　日　彩
大鰐町立大鰐小学校四年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
いまどきの話題をとてもわ
かりやすくていねいに表現
しています。文字の大きさ
や色も画面にとてもマッチ
しています。

齋　藤　漱　琉
弘前市立千年小学校六年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
ふつうに楽しく登校、下校して
いる子どもたちの未来をうばっ
てしまうことがないようにと警
鐘をならしてくれている作品で
す。黒い背景の中に明るい色彩
で人物やトラックがよく目立つ
ように、様子がよくわかるよう
に、文字がよく見えるように工
夫された優れた作品です。

齋　藤　誓　頼
青森県立弘前聾学校五年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
ゲームに夢中して横断歩道を歩く子供の
表情がなんとも言えない感じです。
赤信号や注意している子を画面後方に入
れたのが効果的でした。
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菊　池　　　優
むつ市立大湊中学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

〔評〕
タイムリーな話題をとても
効果的に表現しています。
道路上の「逆走」の文字が
迫り来る危険を表わし、ド
キッとさせられます。

川守田　　　茜
南部町立福地中学校三年
（ＪＡ八戸）

〔評〕
車を運転する前の心構えをハン
ドルの中に酔っぱらった人を描
くことでドキリとさせられるよ
く工夫された作品です。
黄色の背景に黒でズバリ書いた
レタリングも効果的に目にとび
こんできます。

川　口　真　緒
弘前大学教育学部附属中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

〔評〕
それこそ「一瞬」何？　という感じで注意を
ひく作品で、レタリングや色彩、画面構成も
ユニークです。
ただ、交通安全ポスターとしての意図につい
て評価がわかれる所です。
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青森市立千刈小学校

校　長　盛　　　秀　一

南部町立福地中学校

校　長　浅　石　英　一

交通安全ポスター　小学校の部

交通安全ポスター　中学校の部



－ 26 －

秋　村　菜々子
青森市立筒井南小学校四年

（ＪＡ青森）

鹿　内　望　央
弘前大学教育学部附属小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

藤　井　健太朗
むつ市立大平小学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

佐々木　琉　生
弘前市立千年小学校六年
（ＪＡつがる弘前）

葛　西　莉　央
青森市立本郷小学校五年

（ＪＡ青森）

佐々木 琉 生佐々木　優　二
新郷村立新郷小学校三年

（ＪＡ八戸）
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久　保　碧　彩
三沢市立第一中学校一年
（ＪＡおいらせ）

小　林　賢　生
むつ市立大平中学校二年
（ＪＡ十和田おいらせ）

中　村　結　依
むつ市立大平中学校三年
（ＪＡ十和田おいらせ）
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川　越　詩　月
十和田市立藤坂小学校一年
（ＪＡ十和田おいらせ）

四ツ谷　苺　湖
むつ市立第二田名部小学校三年
（ＪＡ十和田おいらせ）

福　島　　　命
青森市立合浦小学校四年

（ＪＡ青森）

木　村　咲　良
弘前市立致遠小学校二年
（ＪＡつがる弘前）

神　　　遥　佳
青森市立千刈小学校五年

（ＪＡ青森）

百　田　実　優
青森市立三内小学校六年

（ＪＡ青森）
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小田桐　更　紗
弘前大学教育学部附属中学校二年
（ＪＡつがる弘前）

小　泉　奏　乃
南部町立福地中学校三年

（ＪＡ八戸）

庄　司　清　乃
青森市立戸山中学校一年

（ＪＡ青森）
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弘前市立致遠小学校一年 千　葉　陽　矢
八戸市立西園小学校一年 工　藤　絃　月
大鰐町立大鰐小学校一年 葛　西　咲　乃
青森市立油川小学校二年 津　島　に　こ
弘前市立時敏小学校二年 佐　藤　閃太郎
弘前市立時敏小学校二年 今　井　ゆ　な
弘前市立大成小学校三年 廣　田　凱　成
弘前大学教育学部附属小学校三年 對　馬　朋　笑
弘前市立城西小学校三年 佐々木　梓　紗
八戸市立桔梗野小学校四年 風　穴　吏　壱
むつ市立大平小学校四年 成　田　椿　輝
弘前市立致遠小学校四年 福　地　咲　文
むつ市立関根小学校五年 本　木　柚　羽
弘前市立城西小学校五年 佐々木　慶　次

青森市立三内小学校五年 黒　滝　菜　陽
むつ市立第三田名部小学校六年 山　崎　絢　音
青森市立金沢小学校六年 伊　藤　千　代
弘前大学教育学部附属小学校六年 佐々木　遥　花
弘前市立第五中学校一年 成　田　瑞　姫
青森市立戸山中学校一年 佐　藤　風　梢
藤崎町立藤崎中学校一年 小　野　由　実
弘前大学教育学部附属中学校二年 佐　藤　仁　理
弘前大学教育学部附属中学校二年 工　藤　栄　心
弘前大学教育学部附属中学校二年 秋　元　裕　貴
むつ市立大平中学校三年 藤　本　渚　央
むつ市立大平中学校三年 鈴　木　梗　太
弘前市立第四中学校三年 濱　田　優　香

応 募 状 況
区　　分 参　加　校 応 募 点 数
小　学　校 123 502
中　学　校  16 184

計 139 686
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